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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、さまざまな実験的なアプローチ法を用いて、主観的幸福感や心身の
健康行動の維持にかかわるポジティブ感情の機能について検討した。感謝感情やノスタルジア感情、畏敬感情等
を取り上げ、未来の自己に関する認知や向社会的行動に対する動機づけ、他者や社会とのつながりとの関係を検
討し、ポジティブ感情が主観的幸福感や心身の健康を促進および維持するために効果を持つ可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated that the function of positive emotions in 
subjective happiness and maintaining health-related behaviors using variable psychological 
approaches in experimental psychological methods. We focused on positive emotions: gratitude, 
nostalgia, awe, and positive moods. It was showed that positive emotions have an effect on future 
thinking of self and others, motivation of prosocial behavior, trust in others, cognitions of 
connected others promoting and maintaining subjective happiness and mental health. 

研究分野：健康心理学

キーワード： ポジティブ感情　感情の機能　幸福感　ウェルビーイング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ポジティブ感情の機能に着目し、主観的幸福感や心身の健康を向上するメカニズムを明らかにし、そ
の成果をポジティブな健康を維持する予防対策に活用することを目指して実験的なアプローチを行った。このよ
うな取り組みは、個人の健康や他者、社会のとらえかたやかかわりかたに関する現象理解にもつながり、また効
果的な予防対策を考える際の科学的知見として活用できると位置づけている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 

これまで心理学では主にネガティブ感情の状態や特性に着目した様々な研究が行われ、ネガ
ティブ感情研究では個々の感情の区別やその機能、生理的変化について多くの知見が蓄積され、
それらは感情の定義を考える際にも重要な基準とされてきた。一方、ポジティブ感情は、20 世
紀後半にポジティブ感情の理論が提唱され、実証研究が増加しつつあるものの、その概念や機能
は未解明な部分が多く、研究の発展と知見の確立が期待されている。 
健康心理学や公衆衛生の領域では、一次予防対策を目指した研究が注目されており、なかでも
一次予防として焦点を当てる対象者は、現在大きな病態や不健康習慣を持っていない健康な人
だと言える。このようなアプローチは将来の健康政策としても期待されている一方で、臨床的な
介入に比べて健康な人の行動変容や予防行動の維持は難しく、ヘルスプロモーション効果が実
感しにくいことも特徴である。健康リスクを実感することの少ない予防行動においては、ポジテ
ィブ感情が健康行動の選択やその後の評価に大きな影響を与えている可能性が考えられる。こ
れまでの一次予防対策では、特定の不健康行動の回避が重要な目標とされることが多く、健康を
ポジティブ感情の維持や幸福感といった観点からアプローチすることは新しい視点だと考えら
れる。 
また、健康行動以外においてもさまざまな対人関係や文脈の中である行動の維持や促進の規
定要因としてポジティブ感情の役割に着目した研究も検討されていないため、幸福感を視野に
入れた一次予防対策という観点は、個人だけではなく対人や集団といった人との関係性を理解
したり、健康行動の維持促進を目指すうえで新しいアプローチ法の提案につながる可能性が考
えられる。 
そこで、本研究では、これまでの一次予防対策やその効果検証のメカニズムとしてポジティブ
感情の機能に着目し、ポジティブ感情の増加や活用という観点からさまざまな行動を理解する
ことによって、将来の健康を目指した新しいアプローチ法が検討できると考えた。研究代表者は、
これまで健康行動の変容過程や幸福感の向上を目指した予防的アプローチを展開した経験と実
績があるため、研究分担者の多様な研究成果を統合させ、従来の一次予防対策の限界とされてき
た健康行動の維持や効果にポジティブ感情がどのように関与するのかを明らかにすることを目
的とした。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、心身の健康の核となるポジティブ感情の機能を、個人だけではなく対人およ
び集団との相互作用や文脈効果を含めた心的過程から解明し、健康に対する予防行動や主観的
幸福感が持続できるための仕組みを明らかにすることであった。本研究は、ポジティブ感情の機
能に着目し、実験や調査による基礎研究から個人から対人および集団レベルまでを範囲に人間
の複雑な感情処理とその潜在及び顕在的過程を明らかにし、その成果を心理学の応用である幸
せの探求と心身の健康増進に活用することを試みた。 
本研究の特徴は、未解明な部分が多いポジティブ感情に着目しながら、心身の健康に対する一
次予防対策の最終目標を主観的幸福感の向上と位置づけ、以下の 4 点について研究を立案し、
検討した。第 1は、多種多様な生理指標を網羅的に計測・評価し、ポジティブ感情の多面的な評
価法を確立する点である。第 2は、ポジティブ感情喚起を個人特性や感情変化を含めて検討し、
精度の高い評価を目指す点である。第 3は、ポジティブ感情の機能として、注意や記憶等の基礎
的な認知レベルに加えて対人認知に関わる実験を行い、幸福感との関連で注目されている感謝
や向社会的行動に代表される社会的行動の発生メカニズムの解明を目指す点である。そして第 4
は、健康の最終目標を主観的幸福感の向上と位置づけてポジティブ感情に着目した一次予防ア
プローチ法の開発につなげる点である。本研究は、ポジティブ感情の活用として一次予防対策を
目指した実証的な心理学としてウェルビーイングの向上や健康行動の促進に寄与することを目
指して多面的なアプローチを試みた。 
 

３．研究の方法 

本研究は、ポジティブ感情の機能に着目して、実験室実験や質問紙およびオンライン調査等を
行った。本研究の対象者は成人とし、健康行動の維持や促進に関するメカニズム解明を目指して、
個人の行動だけではなく、他者関係や社会的行動にも焦点を当ててデータ収集を行った。測定内
容やデータ収集手法はさまざまであるが、実験では、研究対象者の感情を実験的に操作し、それ



らに対する反応を認知的及び行動的な側面から計測した。実験室実験以外の手法としてはオン
ラインを含む調査を実施し、シナリオ呈示等も工夫しながら研究対象者の特性と感情に関する
関係性を把握することを目指してデータ収集し、データ内容に応じて研究対象者を追跡し、複数
回にわたってデータ収集することも行った。これらの基礎的データから得られた研究知見をメ
ンバーで共有・議論しながら健康に対する予防行動や主観的幸福感の維持メカニズムの解明に
役立てるように努めた。 
本研究は、各メンバーの所属機関の研究倫理委員会の承認を受け、倫理規定に則って実施した。
本研究の対象者には、事前に研究について説明を行い、インフォームド・コンセントを徹底した。
とくに本研究では、感情喚起を含む感情を扱う実験が含まれていたため、研究対象者への実験参
加に関する同意や実験後のデブリーフィング、実験における教示等については丁寧に行い、実験
前後の研究対象者の心身の健康状態の確認等についても留意の上、対応した。 
 

４．研究成果 

本研究では、ポジティブ感情の機能に着目し、基礎研究から得られる知見を活用して主観的幸
福感や心身の健康増進のためのアプローチ法を検討することを目指してきた。研究成果につい
ては、研究内容ごとに得られた知見と概要を以下に報告する。 
ポジティブ感情の機能の検討については、これまで実験を行ってきたポジティブ感情喚起手
法と評価法を用いて、ポジティブ感情が基礎的認知機能や対人認知機能に及ぼす効果について
実験を進めた。注意や記憶等の基礎的な認知レベルに加えて対人認知に関わる実験を行い、幸福
感との関連で注目されている感謝感情に焦点をあてて、親切行動や援助行動といった向社会的
行動との関係を検討した。実験手続きとして想像課題を用いて援助想像と援助意図に関する実
験的検討も行った。 
ポジティブ感情として感謝だけではなく、ノスタルジア（懐かしさ）感情を音楽や動画、自伝
的記憶等のさまざまな刺激・手法を用いて喚起し、未来の自身への認知や向社会的行動に対する
動機づけ、そして個人だけではなく対人や社会への信頼感や意識といった社会的なつながりに
影響がみられるかどうかを検討した。ノスタルジア感情の喚起手法に関する業績や感謝と向社
会的行動に関する国内外の論文業績も成果として公表することができた。 
また、ポジティブ感情の機能とメカニズム解明を目指してポジティブ－ネガティブという感
情価や課題内容を操作して注意捕捉と生理指標との関係を検討したり、食物刺激を用いて認知
課題を行い、記憶や食物に対する評価についても検討した。音楽を用いたポジティブ感情の喚起
実験や食刺激に対する感受性やおいしさに関する実験も行い、他者とのつながりを測定するレ
ゾナンス尺度の開発を試みながら心理的親密性に関する研究も実施し、心身の最終目標をウェ
ルビーイングと位置づけた際の効果的な介入手法について検討した。 
この他にも、ポジティブ感情の中でも畏敬(awe)と呼ばれる感情を取り上げてバーチャルリア
リティ喚起実験を試みたり、内受容感覚とアレキシサイミア傾向との関連など、生理心理学的の
知見からの実験も行った。ユーモアに関する知見やアレキシサイミアに着目した音楽に関する
情動反応に関する研究、ポジティブ感情の機能の一部として効果的なストレスマネジメントに
関する縦断的研究の知見は、論文として成果を公表することができた。 
なお、本研究は、研究課題期間中に新型コロナウイルス（COVID-19）よる影響を受け、当初計
画していた進行状況が遅れ、研究費を繰越するなどの対応をしながら制限された条件のもとで
実験を行う必要性も生じた。とくに本研究は、感情を扱う対面での実験的アプローチを当初の計
画案に入れていたため、マスクを通しての対応等、制限される側面が多く実験実施には工夫が必
要であったが、実験実施に際しては、各メンバーの所属機関の基準に従って感染防止対応を徹底
して進めた。 
以上、本研究課題では、さまざまな専門の研究者で共同研究を行う形で各心理学の特徴や研究
手法を生かしながらデータ収集を行い、ポジティブ感情の機能に関する基礎研究の知見を健康
増進のための予防対策に適用することを試みた。本研究の実施や成果には新型コロナウイルス
（COVID-19）よる影響等もあり予定通り進まなかった面もあるが、本研究を通して得られた知見
を今後さらに活用し、一次予防を実現するためにポジティブ感情の生起・維持メカニズムの解明
を発展させていきたいと考えている。 
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